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ThepresentpaperdealswiththeresultofwildbeesurveysmadeatMt,Iozen-
SenzvugaharaandBabadaniinthelowermountalnouszoneofToyamaPre企cnlre“
Hokuriku,Japan,duringthebeeseasoninl996-1991Sixtyfburspecies（l810individu‐
als）ofbeesof6仇milieswerecollectedatMtJozen,88species（904individuals）of6
familiesatSenzyugaharaand67species(698individuals）of7familiesatBabadanL
Halictidaewaspredominantinthenumberofspeclesatallsites，andAnthopholidaeo堂
Halictidaeinthenumberofindividuals，About35％and50％oftotalindividualswere
collectedonComposltaeatMt､IozenandatSenzyugahararespectively
Keywords：wildbees，nower-visiting，ToyamaPrefecture，Mt，Iozen，Senzyugahara，
Babadani．
1996年～1999年，富山県西部の福光町医王山，県中部の立山町千寿が原，県東部
の宇奈月町祖母谷（いずれも標高400m～800mの低山地域）において，ハナバチ類の
生態的調査を行った。医王山からは6科14属64種（1810個体)，千寿が原からは6科
17属88種（904個体)，祖母谷からは7科15属67種（698個体）のハナバチ類（ミツバ
チは除く）が得られた。何れの調査地においても種数ではコハナバチ科が，個体数で
はコシブトハナバチ科もしくはコハナバチ科が優勢な科であった。採集個体数の70％
前後が上記2科によって占められた。医王山では，採集個体数の約35％がキク科花上
で得られ約10％がスイカズラ科花上で得られた。千寿が原では約50％がキク科花上で
得られ約10％がマメ科花上で得られた。
キーワード：ハナバチ相訪花性，低山地，医王山千寿が原，祖母谷，富山県．
はじめに
平地近くや高山域など富山県内数近年筆者により，
カ所から，ハナバチ相やそれらの生態的調査に関する
報告がなされてきた（根来；1993,1995,1997,1999,2000
2001a,200lb）が，種類数．個体数が多いと考えられ
る山地域での調査報告はまだ無い。
*富山市科学文化センター研究業績第263号
この報告は，富山県西部石川県境の福光町医王山北
部稜線上，立山町藤橋から大山町粟巣野にかけて（こ
こではまとめて立山町千寿が原と呼んでおく），宇奈
月町黒部峡谷祖母谷において行なわれた調査結果であ
る。
本文に入るにさきだち，植物の同定をいただいた富
根来
山市科学文化センターの太田道人氏に，また，日頃よ
りご指導いただいている九州大学農学部多田内修博士。
鹿児島女子短期大学の幾留秀一博士，大野市の羽田義
任氏に感謝申し上げる。
調査地および調査方法
1．調査地
（1）福光町医王山
医王山（最高峰奥医王山939m）は，図lのよう
に，富山県西部，白山山系北稜の末端近くにあり，海
底火山由来の流紋岩質溶岩と凝灰岩からなる。山麓部
はスギの植林が多く，コナラ林，アカマツ林も見られ
る。中腹にはコナラ・ミズナラ林，アカマツ林が多く，
上部にはブナ林がある。1車線の舗装車道（いわゆる
百万石道路）が稜線上を樹林をぬって延びており，所々
に園地や休憩施設が存在する。
調査は，標高600m前後の医王山北方稜線の中腹部
で行われた。
主な開花植物は，春から秋にかけて，フキ，タチツ
ボスミレ，タニウツギ，ニガナ，トリアシショウマ，
エゾアジサイ，ミヤマトウバナ，ヒヨドリバナ，コウ
ゾリナ，ホツツジ，アザミ類，アキノキリンソウ，ゴ
マナ，ノコンギクなどがあげられる。
表l‐lに，医王山から約5km離れた福光町高宮
(標高91m）の平均気温と降水量の年変化を示してお
く。逓減率から計算すると，医王山では福光町より平
均3℃低いものと考えられる。
(2)立山町千寿が原
称名川と常願寺川の合流点の河岸段丘上は，富山地
方鉄道立山線終点の立山駅等の観光施設が立地し，ま
た立山カルデラ砂防工事の基地となっている。また，
常願寺川対岸の一段上がった台地である粟巣野はかつ
ての開墾地で，現在はスキー場・園地・畑・集落が立
地している。
河川敷では，ヤナギ類・アキグミ・ススキ・カワラ
ハハコ他等，河川沿いの急崖ではミズナラ，シデ類，
カエデ類，ヤマザクラ等が生育している。
調査場所は，立山町藤橋の称名川藤橋下流の河川敷
(標高450m）から立山駅前を通り常願寺川を渡り北陸
尚
電力真川発電所前，急な歩道を大山町粟巣野の台地
(標高約600m）へ上がり園地．畑．スキー場周辺から
粟巣野神社までの歩道車道沿いである。
主な開花植物は，春から秋にかけて，ヤナギ類．セ
イヨウタンポポ，モミジイチゴ，ハルジョオン，タニ
ウツギ，シロツメクサ，アカツメクサ，ウマノアシガ
タ，ムシトリナデシコ，ノイバラ，ヒメジョオン，ヤ
マハハコ，ヤブガラシ，ヒヨドリバナ，イタドリ，ノ
リウツギ，クズ，ハギ，ノコンギク，アキノキリンソ
ウ，アザミ類，カワラハハコ，ヤクシソウ，ミゾソバ
などがあげられる。
表1-2に，千寿が原から約10km離れた上市町東種
(標高296m）の平均気温と降水量の年変化を示してお
く。逓減率から計算すると，千寿が原では東種より平
均15°C低いものと考えられる。
(3)宇奈月町祖母谷
黒部峡谷の観光拠点である宇奈月町樺平（標高600
m）で合流する黒部川の一支流，1500mから2000mの
山地に囲まれる祖母谷沿いに遊歩道を兼ねた砂防ダム
エ事用車両用一車線幅の道路がある。樺平から祖母谷
と祖父谷の合流点（標高750m）付近までは道路の左
右は急'唆な崖となり，合流点付近から上流では谷は開
け明るくなる。
周囲はクロベ，コメツガ，ミズナラ，アカミノイヌ
ツゲ，シャクナゲ類，ホツツジ等の林となっている。
調査はこの車道を歩行し林縁沿いに標高700mから
800m間で行われた。
主な開花植物は，春から秋にかけて，タニウツギ，
ムラサキヤシオ，オオカメノキ，ミヤマニガイチゴ，
ウツギ，ニガナ，ノアザミ，ヒメジョオン，オカトラ
ノオ，クガイソウ，ヒヨドリバナ，イタドリ，ツリフ
ネソウ，リョウブ，ハギ，クロバナヒキオコシ，テン
ニンソウ，ノコンギク，アキノキリンソウ，ヤクシソ
ウ，アザミ類などがあげられる。
祖母谷の近辺には地域気象観測所が無い。参考に2§
km離れた魚津市六郎丸（標高48m）の平均気温と降
水量の年変化を示しておく。逓減率から計算すると，
祖母谷では六郎丸より平均4℃低いものと考えられる。
表1－1福光町高宮（標高91m）における1979-1990年の平均気温と降水量（富山県気象年報,1995：
月12345678910111
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表1－2上市町東種（標高296m）における1979-1990年の平均気温と降水量（富山県気象年報,1995）
表1－3魚津市六郎丸（標高48m）における1979-1990年の平均気温と降水量（富山県気象年報1995畠
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図1調査地
の2種のミツバチがみられるが，これらは採集しなかっ
た。
(1)医王山での調査は，標高500mのハタゴ平（A）
を起点に，車道上を標高700mの国見（B）に至り，往
路を戻り出発点を終,点とした（図1）。
調査時間は，起点を9:30に出発し折り返し点に
12:00到着，30分の休憩の後12:30出発終点に14:30着の，
計4時間30分であり，歩行距離は約4kmである。
調査日は以下に示す13日で，4月下旬から10月にか
2．調査方法
調査方法は査方法は，Sakagami，LarocaandMoure（1967）
および坂上，福田，川野（1974）等によって用いら
れた方法を用いた。詳しくは上記論文にゆずるが，簡
単にいえば「開花季節を通じ，定期的に開花植物から
一定時間，すべてのハナバチを採集する｡」ことであ
る。調査日は，なるべく天候の良い日を選ぶようにし
たが，都合であまり良くない日に行なったときもある．
以下の調査地にはニホンミツバチ，セイヨウミツバチ
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け月の上旬と下旬2回の調査をおこなった。なお，調
査期間中晩夏に1度車道添いで草刈りがなされた。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温・主要な開花植物を示す。調査実施年は1996年
である。
4月22日晴れ10-15｡Cキンキマメザクラ，フキ，ショ
ウジョウバカマ等開花。
5月21日曇り時々晴れl9-21oCウワミズザクラ，ガ
マズミ，ニガナ，シロツメクサ等開花。
5月28日晴れ225-24.Cタニウツギ，ヤマツツジ，
クマイチゴ等開花。
6月6日晴れ18-20.5.Cヤマボウシ，サワフタギ，
トウバナ，オオジシバリ等開花。
6月16日曇り一時晴れ21-23°Cミヤマガマズミ，ヤ
マアジサイ，ハルノノゲシ，ヒメジョオン等開花。
7月1日曇り時々晴れ235-25｡Cムラサキシキブ，ト
リアシショウマ，ヒヨドリバナ，クルマバナ等開花。
7月19日晴れ285－315．Cネムノキ，ヤマハギ，イ
タドリ，シシウド等開花。
8月1日晴れ28-29.C草刈り直後，カラスザンショウ，
リョウブ，ヌルデ，クズ等開花。
8月22日曇り後晴れ26-28.Cノブドウ，ツリフネソ
ウ，オトコエシ，ゲンノショウコ等開花。
9月11日晴れ時々曇り20.5-2L5oCゴマナ，クロバ
ナヒキオコシ，ミゾソバ，イヌタデ等開花。
9月24日晴れ18.5-22.Cタラノキ，アキノノゲシ，
アキノキリンソウ，ヒメジソ等開花。
10月5日晴れ後曇り18-19.Cナギナタコウジ1，ク
ルバマハグマ，ハナタデ等開花。
10月17日晴れ13．5‐185．Cノコンギク，ヤクシソウ，
アメリカセンダングサ等開花。
(2)千寿が原の調査では，標高450mの称名川河川敷
(A）を起点に車道・遊歩道を歩き標高600mの粟巣野
神社（B）を終点とした（図1）。
調査時間は，起点を9:30に出発し中間点に12:00到
着，30分の休憩の後12:30出発終点に14:00着の，計4
時間であり，歩行距離は約2kmである。
調査日は以下に示す7日で，4月下旬から10月にか
け月1回の割合で調査をおこなった。なお，調査期
間中晩夏に1度車道添いで草刈りがなされた。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温・主な開花植物を示す。調査実施は1996年と19
97年にわたる。
1996年8月30日曇り時々晴れ24-25℃クズ，ヌ
ルデ，ハギ，ツリフネソウ等開花。
1996年10月2日曇り時々晴れ17－19℃ノコンギ
尚
ク，アキノキリンソウ，アキノノゲシ，ナギナタコウ
ジ1，アザミ類，テンニンソウ等開花。
1997年4月25日晴れ時々曇り13－15℃ヤナギ類，
セイヨウタンボポ，フキ，ミヤマキケマン，モミジイ
チゴ等開花。
1997年5月23日晴れ後雲165－175℃ハルジョオ
ン，タニウツギ，クマイチゴ，シロツメクサ，アカツ
メクサ，ウマノアシガタ，オオカメノキ等開花。
1997年6月11日曇り一時晴れ20-21.5℃イタチ
ハギ，ムシトリナデシコ，ガマズミ，ノイバラ，ヤマ
ボウシ，ナワシロイチゴ等開花。
1997年7月21日晴れ27-28°Cヒメジヨオン，ヤ
マハハコ，ヤブガラシ，ヒヨドリバナ，イタドリ，ノ
リウツギ，ゲンノショウコ，オトコエシ等開花。
1997年10月1日晴れ後曇り17－195℃カワラハ
ハコ，ノコンギク，ヤクシソウ，ミゾソバ，アキノキ
リンソウ，アメリカセンダングサ等開花。
(3)祖母谷の調査では，標高700mの地点（A）を起
点に遊歩道を歩き標高800mの地点（B）を折り返し
点とした（図1）。
調査時間は，起点を10:00に出発し折り返し地点に
12:30到着，30分の休憩の後13:00出発終点に14:30着の，
計4時間であり，歩行距離は約3kmである。
調査日は以下に示す6日で，5月下旬から10月にか
け月1回の割合で調査をおこなった。なお，調査期
間中晩夏に1度車道添いで草刈りがなされた。
以下に，採集日と採集時間中の天候および主な開花
植物を示す。調査実施は1999年である。なお，この調
査地では気温および訪花の記録は取らなかった。
5月23日晴れ後薄曇りタニウツギ，ムラサキヤシ
オ，スミレサイシン，オオカメノキ，ミヤマニガイチ
ゴ等開花。
6月21日晴れウツギ，ニガナ，キジムシロ，ヤマ
ガラシ，ノアザミ等開花。
7月10日晴れヒメジョオン，オカトラノオ，クガ
イソウ，エゾアジサイ，コウゾリナ，ヒヨドリバナ等
開花。
8月19日晴れ後曇りトウバナ，イタドリ，ウド，
ツリフネソウ，リョウブ，ハギ，クロバナヒキオコシ
等開花。
9月18日曇り時々晴れテンニンソウ，ノコンギク，
アキノキリンソウ，イヌタデ，ヤクシソウ，ゲンノショ
ウユアザミ類等開花。
10月6日晴れ引き続きノコンギク，アキノキリン
ソウ，ヤクシソウ，アザミ類等開花。
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調査結果
1．ハナバチ相の組成
今回の調査で得られた全てのハナバチの種類名とそれらの個体数を以下に示す。
表2ハナバチ相組成
(1)福光町医王山（1996年）
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5早:IV-22,l早；V-28,l早；IX-11,1早ﾗIX-24,2早．
17．Lasrog/o""加伍域αe"Sノsp，H2
11早4ざ':1V-22,1早ﾗV-21,1早ﾗV1-16,7早VII-1,1早VIⅡ-22,4ケ;IX-11,1早．
18．L“jog/o”"加伍W/αe”spH4
19早13:V-28,3早;V1-16,13早;VII-1,l早;VII-l9,l早ﾗIX-11,l早;IX-24,13.
19．Lasjog/“”加伍y)ﾉﾉαe"Sノsp･D2
根来尚
18早:1V-22,1早ﾗV-21,l早;V-28,l早;IX-ll,13早;IX-24,2早．
20.L“jog/OSS"'”（Zasjog/o“""リex"jceps（Vachal）
7早:V-28,4早;V1-6,3早．
2LLasjog/o“"'”仏“jog/OSS""'ノルα"s"e"se（Bluthgen）
6早:VⅡ-19,6早．
22．Lasjog/OSS"'”（Zasjog/“s""2ノ〃'""/""’（Vachal）
32早79c7:V1-6,4早ﾗV1-16,13早;VⅡ-1,5早;V11-19,2早;VIⅡ-22,1ゲラIX-l1,3早4c7；IX-24,l8c7;X-5,1早273;X-17,4早29
3．
23．L“jog/“”'〃（Z“jog/“s""2ノ〃”o"jco/αSakagamietTadauchi
55早ll研:V-21,l早；V-28,s早；V1-6,6早;V1-16,20早；V11-1,6早;VⅡ-19,2早;VIⅡ-1,2早；VIII-22,3早ﾗIX-ll,8早43ぅIX-24,2
早5J；X-5,1ケぅX-17,1ca
24LaSjOg/“s"'〃(ZasIog/OSS"'〃occj火"s（Smith）
34早92J:V1-6,3早ﾗV1-16,6早ﾗVII-1,6早；VⅡ-19,9早;VIII-1,2早;VIⅡ-22,2早13;IX-11,23；IX-24,123;X-5,373;X-17,6
早403.
25.L“jog/“s"加仏asjog/“s"”p'ox’脚αr"脚（Smith）
7早:V-28,4早;V1-6,3早．
26.L“jog/“”耐（Z“jog/“s""2ノp"mavemSakagamietMaeta
4早:V-28,3早;V1-6,1早．
27．助方eco昨s〃”o〃Mever
2早2J:V11-19,2早23．
28．助heco火s〃”o"jc"sYasumatsuetHirshima
l早2J:VI-6,l早；IX-ll,lc7ぅX-5,lc?、
ANDRENIDAE
29．』"”e"α似"”e"のsaragamI"“"”Hirashima
l早:1V-22,1早．
30.A"〃e"αにﾙﾉo『α"”e"αノ肋"/〃／A1fken
6早27ケ:V-28,19J;V1-6,6J;V1-16,4早2c7;VII-1,2早．
31A"”e"α伍"α"”e"‘リノルe6esP6rez
2早6J:1V-22,2早63．
32．A"”e"α(Gy脚"α"”e"αﾉp”α/ﾙomcjcaHirashima
l早:V1-6,1早．
33.A"のe"α(Mic'α"的e"αノ加加"/"〃（Kirby）
24早163:1V-22,3早163；V-21,8早；V-28,l早;V1-6,10早うV1-16,2早
34．4"”e"a（ﾊ〃IC'α"”e"αノ〃“sjcaeHirashima
l早3J:V11-1,1早33．
35．4"”e"a（MIcrα"”e"αノルj〃o”"αHirashima
lO早6J:1V-22,6ケラV1-6,7早ﾗVI-l6,3早・
36.A"的℃"a（Micrα"”e"αノルα91りﾉaHirashima
7早:V-21,l早;V1-6,5早;V1-16,1早．
37.A"のe"α侭j脚α"”e"αノQpac加veaHirashima
23:V-28,2c?、
38．4“'e"a（Si脚α"のe"妙yα脚“oTadauchietHirashima
5早:V-28,4早;V1-6,1早．
39.A"”e"α侭re"O脚e/姉αノルα"αoj火sSmith
44早63:V-21,4部；V-28,23早2J;V1-6,21早．
MEGACHILIDAE
富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
40．Coe"ox”z"〃""s（Kirby）
3早2ケ:V-28,l早；V1-6,1早1J;IX-24,1早13．
41．Coe"oX)ﾊsyα"o"なMatsumura
46早243:VIⅡ-1,2ケ;VIⅡ-22,9早l9c7;IX-ll,37早33．
42.M泡gacﾙ"eル"”"sSmith
l早:Ix-ll,l早・
43．MEgacﾙﾉﾉe7e耐orasα”gα脚〃HirashimaetMaeta
5早63:VIII-l,2ゲラVⅡ1-22,3早1㎡';IX-l1,2早2ケ；IX-24,13.
44.A作gac方"e応"ﾉwge"JjsCockerell
5早l6c7:V1-6,1ケ;V1-16,1ざWII-l,23；VII-l9,l早;VⅡ1-22,2早43ﾗIX-ll,l早33ﾗIX-24,3JﾗX-5,1早23．
45．0s”αrα”"sSmith
l早lc7:v-21,1早13．
ANTHOPHORIDAE
46．ⅣO脚α血βαvog"""αﾉ叩o"e"sjsTsuneki
lJ:1V-22,13.
47.A/O脚α”g加”〃Tsuneki
2早53:V-28,5ざW1-6,1早うV1-16,1早．
48．ﾊﾉり脚α”ルα廊加e"sなCockerell
2c7:1V-22,23.
49．jVo脚α”mac"/旅o"sSmith
7早1ケ:V-28,1早lγc?;V1-6,6早．
50．ノVひ脚α”she”””"αok"肋･aTsuneki
23:V1-6,1J;VⅡ-1,13.
51．ノVO脚α”sﾙかαk〃YasumatsuetHirashima
l早:V-21,1早．
52．ⅣO脚α”mjcﾙoTsuneki
3J；V-28,3砂．
53．"eo/"s'"e/ecr加r胴isYasumatsu
ll早9ケ:VIⅡ-22,3早83;IX-l1,8早13.
54．鹿"α/o"jα〃jPPo"e"”P6rez
l早93:V-21,1早1J;V-28,6c?;V1-6,23.
55°Cera""αイCerα""‘IノノwarajYasumatsu
4早13:VⅡ-19,1早lc7ぅVⅡ1-1,2早ぅIX-11,l早・
56．Cerα""αにera""αノesak〃YasumatsuetHirashima
8早4c7:1V-22,2c7;V1-16,1早;VII-1,l早ﾗVII-19,l早；VⅡ1-22,l早；IX-l1,3早うIX-24,2ケ;X-5,1早
57．Cerα""αにera""αノ〃'egas"g"'α/αYasumatsuetHirashima
21早5ケ:V-21,23ﾗV-28,5早23；V1-6,2早;VIⅡ-1,3早lぷうVIII-22,l早;IX-11,5早ﾗIX-24,5早．
58Ce'α""αにera""〃/のβαvゆesSmith
26早2J:V1-6,4早；VI-l6,l早；VⅡ-1,9早うVⅡ-19,11早23;IX-ll,l早・
59°Cera""αに〃α""域のノ叩o"/cqCockereⅡ
472早193:IV-22,l早；V-21,l早；V-28,14早9c同;V1-6,55早33;V1-16,7早；VⅡ-1,111早うVII-l9,71早;VⅡ1-1,25早ﾗVIII-22
11早;IX-11,70早2J;IX-24,87早Sc?;X-5,19早．
60.秒/ocOPα‘IPPe"伽c"/αrac"c"mvo/α“Smith
7早58J:V-21,18J;V-28,3早233ﾗV1-6,2早3c?;V1-16,2早23ﾗVⅡ1-1,10ダラVIⅡ-2,23．
APIDAE
61・Bo"'6"s（BOI"6"リノI",oc"rαﾉW,ocr"αPerez
根来尚
16早1871ケ:V-21,8早；V-28,7早；VI-6,l早;V1-16,3？；VII-l,1？;VIII-l,27;VIⅡ-22,3？lc7;IX-11,8？;IX-24,17.
62.8o腕6"s（Bo〃6"Sノ鱈"""sSmith
47:IX-24,4？、
63.BO脚6"sのive'so加"76"Sノ醜ve芯"s的ve応"sSmith
ll早3174J:V-28,3早;V1-6,s早;VI-I6,l早’？;VII-l,11？;VII-l9,77；VⅡ1-22,2？;IX-ll,87うIX-24,27ﾗX-17,2早43
64BO脚6“(PWo6o加加Sノα'火"sα'火"sSmith
9早6？:1V-22,2早;V-21,5早；V-28,2早3？;V1-6,1？;VI-l6､2？．
X-l》(2)立山町千寿が原（1996年：Ⅷ-30,X－2；1997年：Ⅳ-25,V-23,Ⅵ－11，Ⅶ-21,3
COLLETIDAE
1．〔b"e/“にo"ereSノba6“HirashimaetTadauchi
l早1ケ:Ⅷ-30,1早lca
2，CO"ereSにb"ejeSﾉpare"α“Smith
l7早93:Ⅷ-30,10早9J;X-1,4早;X-2,12早．
3．CO"er“イCb"ereSﾉpe碗『αjorSmith
33早8c?:X-1,17早2c7；X-2,16早6Ca
4．砂/αe"s仏α脚6‘わpsjSノ〃”o"jc"sBridwell
4早63:V-23,1早3ケ;Ⅵ-11,1早3c7;X-1,1早；X-2,1早．
5．町/αe"s(7Ves”γ“QpjSノル『α"s（Smith）
8早3c7:Ⅵ-11,1早33;Ⅷ-30,2早;X-1,2早；X-3,3早．
6．鋤/αe"s（?VesQp'“QpjSノg/o6"/a（Vachal）
1早:X-3,1早．
7．HWae"s(7VcsQp『osQp”〃”o〃Hirashima
5早5J:V_23,1J;Ⅵ-11,1c?;X_1,2早3cﾀﾗX_2,3早．
8．砂/αe"s(P'“QpjSノs"6mo""CO/αIkudome
l3:Ⅵ-11,13．
HALICTIDAE
9．〃""α"s（H1"c/"Sノぷ"gro"e"”Strand
lO早3J:Ⅳ-25,1早うV-23,2早;Ⅶ-21,3早13;Ⅷ-30,13;X-1,1早;X-2,3早1ケ．
10．HtI"α"s（Sｾ/α”"”αera""sSmith
72早8c7:V-25,8早うⅥ-23,32早；Ⅶ-21,20早2ざ'；Ⅷ-30,1ゲラX-1,8早3c?；X-2,4早23．
11．H〃"α"s（Se/α”"”r"脚"/or"脚力垣“方jSakagamietEbmer
l早:Ⅶ-21,1早．
l2Lasjog/o“""’にre"o"o加勿6/αc"sro"jSakagamietMunakata
2早:V-23,2早．
13.L“jog/OSS"加伍Wﾉαe"Sノ‘"肋e（Smith）
5早3J:Ⅵ-11,2早;Ⅶ-21,1早ﾗⅧ-30,IC?;X-1,1早2c?；X-2,1早．
l4Lasjog/o”"加伍yy/αe"Sノα"o”/"脚EbmeretSakagaml
2早:V-25,1早ぅⅥ－11，1早．
15．Lasjog/o“""’伍W/αe"Sノ”rIs加加（Vachal）
39早13:Ⅳ-25,1早ﾗV-23,8早ﾗⅥ-11,2早；Ⅶ-21,2早；Ⅷ-30,2早;X-1,17早13；X-2,7早
16．Lasjogﾉ“sｿ"’伍W/αe"SノbaIejc""’（Cockerell）
2早:Ⅳ-25,1早ﾗX-1,1早．
17．Lasjog/“s"腕(EVy/αe"Sノ‘”p/ex（DallaTorre）
10早33:V-23,3早うⅦ-21,7早；X-1,23;X-2,1c7．
18L“jog/“皿加（EW/αe"Sノノ“o"IC"脚（DallaTorre）
富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
8早13:Ⅵ-11,6早；X-1,2早lc7.
19．Lasjog/o“"碗（EW/αe"Sノノo"g加cjesSakagamietTadauchi
2早:Ⅵ-11,2早．
20.L“jog/o“""’伍W/αe"SノoﾙejHirashimaetSakagaml
9早:5-23,l早;Ⅵ-11,8早．
21L“iOg/OSS脚加伍W/αe”pαﾉﾉﾉ/O"'""’（Strand）
30早93:V-23,3早;Ⅵ-11,24早;Ⅶ-21,2早VゲラⅧ-30,1早43．
22L“Iog/o”"加伍W/αe"Sﾉpro6/e"'α"c"I”（Bluthgen）
4早:V_23,l早；Ⅵ-11,2早;X-1,1早．
23.L“jog/“”"’値Wﾉαe"JノSめ"jac"耐（Bluthgen）
25早3J:Ⅳ-25,Ⅷ早うV-23,7早うⅥ-11,2早;Ⅶ-216早；X-1,3J;X-2,2早
24.L“jog/“”加伍Vy/αez‘Sノ〃/”"e（Vachal）
2早:V-23,1早ﾗⅦ-21,1早．
25．Lasjog/“s"加伍Wﾉαe"SノW"“"/"腕〃jcﾙQpse（Strand）
3早:Ⅵ-11,3早．
26.L“jog/o“""’伍沙/αe"Sノv"j火g/α"c"脚EbmeretSakagaml
3早:V-23,1早；Ⅵ-11,l早；Ⅶ-21,1早．
27．Lasjog/OSS"加伍W/αe"Sノsp．D2
1早:Ⅳ-25,1早．
28.L“jog/o“"加伍W/αe”spH2
1早:X-2,1早．
29.L“jog/o“"加伍W/αe"Sノsp・H4
2早:V-23,l早;Ⅵ-11,1早．
30.L“jog/“s""Z（Z“jog/o”""Zノe6me"α"z"”SakagamietTadauchi
2早lざ':V-23,l早；Ⅷ-30,13ﾗX_1,1早．
31.L“jog/OSS"脚(Z“jOg/o“‘""ノex"jceps（Vachal）
6早1ケ:Ⅳ-25,3早;V_23,l早；X-1,2早13．
32L“jogI“s""’仏“jog/o”""2ノkα"s"e"se（Bluthgen）
2早:Ⅵ-11,l早；Ⅶ-21,1早．
33.L“jog/“s"脚（Zasjog/o“"”〃'""/"班（Vachal）
4早1J:Ⅵ-11,3早ﾗⅧ-30,1早;X-1,1c7．
34Lasiog/o“"加仏asiogﾉo“""?ノ〃"o"jco/αSakagamietTadauchi
3J:Ⅷ-30,13;X-2,23.
35.L“jOg/O”Z"”仏asjog/“s""'ノoCCj火"S（Smith）
10早17J:Ⅵ-11,4早;Ⅶ-21,5早;Ⅷ-30,Ⅶ部；X-1,1早5ケ§X-2,53.
36.L“jog/o“""’仏asjogﾉOSS"”p'･ox”α〃"'（Smith）
3早:Ⅳ-25,2早;V-23,1早．
37.L“jog/“”脚（Z“jog/o”""1ノ“""/"脚（Smith）
3早1J:Ⅵ-11,3早；X-1,13.
38．助力eco火s〃”o"/c"sYasumatsuetHirshima
3早13:Ⅵ-11,1早；Ⅶ-21,l早;Ⅷ-30,1早ﾗX_1,1Ca
39．地方eco火ssj"7""加"sSmith
2早:V-23,2早．
40．助方eco火ss"/c淀raTsuneki
l早:V-23,1早．
ANDRENIDAE
根来尚
4LA"”e"α似"”e"αノba6“TadauchietHirashima
l早:Ⅳ-25,1早．
42．4"のe"α“"”e"αノbe"城caHirashima
l早3J:Ⅳ-25,1早33．
43．A"”e"α似"”e"αノかevj"'"scQpaHirashima
l早:V-23,1早。
44．4"”e"αにα/o"'e""αノな"k"6α"αHirashima
3早23:Ⅵ-11,3早23．
45．4"”e"αにﾙﾉo'α"”e"αノ肋"/ﾙjAlfken
7早9c7:V-23,2早9ぷぅⅥ-11,5早．
46．4"”e"αにﾙ/o'α"”e"‘リノ昨""c"/αrase"ecIo'"脚Hirashima
l早:X-2,1早．
47．4"”e"α伍"α"”e"‘Iノrα”c〃hojHirashima
4早:X-1,2早;X-2,2早．
48.A"”e"αβ尤p/α"”e"〃αk伽"shj碗aeTadauchietHirashima
9早:Ⅳ-25,9早．
49、別"”e"α0J･〃/α"”e"〃〃"α碗orojHirashima
l早:Ⅵ-11,1早．
50．4"”『e"a（MIcrα"”e"αノ〃“sicaeHirashima
3早:Ⅳ-25,l早；V-23,1早；Ⅵ-11,1早．
51．4"”e"a（MIC、"のe"〃kag砂aHirashima
4早lc7:Ⅳ_25,2早1J;V-23,2早．
52.A"”e"a（〃IC'α"”e"αノルO脚αc〃Hirashima
3J:Ⅳ-25,33.
53.A"のe"a（Mc,α"”e"‘リノ”〃evjgaraHirashima
20早53:Ⅳ-25,20早53．
544"のe"a（〃"s"肋"叩”ノ”o"jcaCockerell
3早4J:Ⅳ-25,2早1ケ;Ⅶ-21,1早33.
55.4"”e"a（O'eo碗e"“‘Iノ〃"α人e"”Hirashima
5早13:X-1,2早1c?;X-2,3早．
56．4"”e"a（S”α"”e"〃Qpac加veaHirashima
l早:Ⅵ-11,1早．
57．4"のe"α侭re"o〃e"”αノルα"αoj火sSmith
l5早8ケ:V-23,15早8c3．
58．4"”e"a（"αc力α"”e"αノルαe”o〃hoaノ“o"o6jaHirashima
l早:Ⅳ-25,1早．
MEGACHILIDAE
59．E"α”s6“α/な（Ritsema）
l早:X-1,1早．
60.C""CO”masc"わ""α"s（Smith）
2早12J:Ⅷ-30,2早Sc?;X-1,6c『';X-2,13.
61．Coe"oX”〃eWsEversman
lざ':Ⅷ-30,13.
62°CCe"ox”I"e'加な（Kirby）
1早1ケ:V-23,1早13．
63．Coe"oxVsVα"o"なMatsumura
l(）
富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
4早2ケ:Ⅷ-30,3早；X_1,1早うX-2,23.
64.Mｾgac〃/eh"腕j"sSmith
4早3ケ:Ⅷ-30,3早；X_1,1J；X-2,1早23.
65．ハ化gacﾙ"e〃”o"ICα〃Ippo"たaCockerell
l早:X-2,1早．
66.Mｾgac〃/ere脚orα””gα碗〃HirashimaetMaeta
3早12ケ:Ⅷ-30,3早83;X-1,3ケ;X-2,13.
67.Mｾgach"eなz〃"ge"sjsCockerell
4早6ケ:Ⅵ-11,2早43;Ⅶ-21,13;Ⅷ-30,1ケラX-2,2早．
68．0s”αcor"抗o"sRadoszkowski
l3:Ⅳ-25,13．
ANTHOPHORIDAE
69．jVひ脚α”池yog""αrαﾉ”o"e"”Tsuneki
2早:Ⅳ-25,2早．
70．ノVb耐α”g加γα〃Tsuneki
3早:Ⅳ-25,l早;Ⅵ-11,2早．
71．jVひ脚α”ノ”o"icaSmith
4早:V-23,l早；Ⅵ-11,3早．
72．1Vひ碗α”〃'αc"/抗o"sSmith
3早43:V-23,1早4c7;Ⅵ-11,2早．
73．jVひ胴α”pac坑caTsuneki
l3:V-23,13.
74．Ⅳ0腕α”re"g"joTsuneki
l早:V-23,1早．
75．即eo/z‘sノapo"/c"sBishoff
l早:x-1,1早．
76．形〃α/o"jα”応"ん”〃Cockerell
ll早4c7:Ⅷ-30,11早33；X-1,13.
77．泥〃α/o"jα〃jppo"e"sjsPerez
6早1ケ:Ⅳ-25,13;V-23,1早うⅥ_11,5早．
78．α”""αに〃α""‘Iノjwα”Yasumatsu
2早23:Ⅵ-11,1早ﾗⅦ-21,13；X-1,1早lc?、
79°Cera""αにe、""‘Zノ“αk〃YasumatsuetHirashima
2早:X-1,2早．
80．Ce'α""αにe'綴α"“ノノ"eg“"91"“αYasumatsuetH
6早:V-23,4早；Ⅷ-30,1早ﾗX_1,1早．
81．C"α""αにera""j‘加ﾉβαWp“Smith
Hirashima
37早11J:V-23,2早；Ⅵ-11,7早1J;Ⅶ-21,1()早33;Ⅶ1-30,5早;X-1,12早6J;X-2,13.
82.C〃α""a（C〃α""域αノノ“o"jcaCockerell
119早123:Ⅳ-25,1早2c7;V-23,21早2c?ﾗⅥ-11,41早3JうⅦ-21,7早;Ⅷ-30,7早;X-1,42早53.
83．乃ﾉﾉocOpaq”e"ぬc"ﾉarac"c""1Vo/α"sSmith
3J:V-23,33．
APIDAE
84Bo"'6"s低o流6"Sノノリやoc'"αノリ払うocr"αPerez
7早11？lcr':V-23,2早;Ⅵ-11,2早1？;Ⅶ-21,1？；X-1,3早1？;X-2,8？1c7．
85．BO脚6"Sのﾙeγso加"'6"Sノd加e耐"sJn’e耐"sSmith
1］
根来尚
5早38？lc?:V-23,3早；Ⅵ-11,2早7？;Ⅶ-21,6？；Ⅷ-30,5？;X-1,14？;X-2,6？lCa
86.BO脚6"s側姥gα加加6"SノCO"so勿加"sw耐e"6"堰j
l7:X-2,1？、
87．Bo"'6"s（PWC加加6"sノ‘"火"s”火"sSmith
23:Ⅵ-11,2ゲ．
88．Bo版6"s”ﾙoraco6o脚6"Sノ加"sﾙ"e"sな（Tkalc歯
2？:X-2,2？．
Vogt
(3)宇奈月町祖母谷(1999年）
COLLETIDAE
l、CO"αesにo"α"ノba6ajHirashimaetTadauchi
8早8ケ:Ⅷ-19,8早8c7.
2．Cb"αesにo"ereSﾉpare"""sSmith
l早:X-6,1早．
3．CO"e花Sにo"ereSﾉPe枕rarOrSmith
4早3J:Ⅷ-19,1ケ;Ⅸ-18,4早2c7．
4Cり"eresにo"e/eSﾉyas"碗αな"jHirashimaetlkudome
lc7:Ⅶ-10，13．
5．町/αe"s(ぁ'/αe"Sﾉpα"ﾉ"sBridwell
4早:Ⅸ-18,4早．
6．町/αe"s(7V“Qpr“Op”g/o6"/a（Vachal）
2早1J:Ⅵ-21,13;Ⅷ-19,l早;Ⅸ-18,1早．
7．砂/αe"s(P"αgjα”parα‘ﾉ"b'”slkudome
6J:Ⅶ-10,63.
8．町/αe"s（P'“QP”脚o""CO/αBridwell
5砂:Ⅵ-21,43ﾗⅦ－10，13．
HALICTIDAE
9．L“jog/“皿加にre"o"o"j‘Zノ6/αc"sro"jSakagamietrﾘ g/“”碗（αe"o"o”〃bﾉαc沈加o"jSakagamietMunakata
3早：Ⅵ-21,3早．
10．L“jog/“s"加伍WIae””''""〃（Vachal）
16早73：
11．L“jog/OSS"加伍呪αe"Sノ6α/erc"碗（Cockerell）
15早:Ⅵ-21,3早;Ⅶ-10,12早．
12．L“jogI“s"加伍W/αe"Sノcα/Ceα加加（Scopoli）
3早3ケ:Ⅶ-10,3早;Ⅷ-19,13ぅⅨ-18,1ケ;X－6，13．
13．L“jog/o“"加個W/αe"Sノ‘”p/ex（DallaTorre）
5早1ケ:V-23,3早ﾗⅦ-10,2早13．
l4Lasjog/“s"加伍”/αe"Sノノo"g施cjesSakagamietTadauchi
4早lc初:V-23,1早;Ⅵ-21,l早;Ⅶ-10,2早；Ⅸ-18,13.
15.L“/og/o“"加伍yy/αe"Sノ〃”o"e"se（Hirashima）
4早:Ⅵ-21,4早．
16．Lasjog/“s"加伍W/αe"りp'o〃e脚α"c""'（Bluthgen）
22早:V-23,1早;Ⅵ-21,4早うⅦ-10,1O早;Ⅸ-18,l早；X-6,6早．
17.L“jog/“s"加伍叩/αe"Sノsめ”αC"胴（Bluthgen）
1早:Ⅵ-21,1早．
l8L“jog/OSS"加伍W/αe"Sノ”ﾙeco戒co/orSakagamietTadauchi
10
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2早:Ⅵ-21,1早ﾗⅦ-10,1早．
19．L“jog/o”"加伍W/αe"Sノ〃/”"e（Vachal）
2早9c?:Ⅵ-21,1早ﾗⅦ-10,1早3田うX-6,6ケ．
20.L“iog/“s"加伍W/αe"Sノv"/昨g/αzｲα"”EbmeretSakagaml
2早:V-23,1？;Ⅵ-21,1早．
2LL“わg/“s"加伍W/αe"Sノz""αgaSakagamietTadauchi
9早:Ⅵ-21,1早;Ⅶ-10,7早;Ⅷ-19,1早．
22.L“jog/“”加伍W/αe”spD2
1早13:V-23,1早ぅⅨ-18,lc?、
23.L“jogﾉo”""’伍W/αe"Sノsp・D3
11早5ケ:V-23,1早;Ⅵ-21,1早ぅⅦ-10,6早;Ⅷ-19,3c7;Ⅸ-18,1早2c7;X-6,2早．
24.L“jog/o”"加仏“jog/o”""?ノex"jceps（Vachal）
l早:V-23,1早．
25Lasjog/o“"版（Z“jog/o“""リルα『"'α"的（Vachal）
2早23:Ⅷ-19,1Jl早;Ⅸ-18,1早13．
26．L“iog/“s"加仏“jog/o”""〃たα"s"e"se（Bluthgen）
8早:Ⅶ-10,8早．
27.L“jog/o”"加仏“jogIo”l""ノ〃”o"/CO/αSakagamietTadauchi
5早3ケ:V-23,l早;Ⅵ-21,2早皿-19,1早23;Ⅸ-18,1早13.
28．Z,“jog/“sz"”仏“jOg/“s""リOCC/火"s（Smith）
48早29c同:Ⅵ-2L1s早;Ⅶ-10,23早13;Ⅷ-19,2早7c7；Ⅸ-18,7早14J；X-6,1早7ケ
29.L“IOg/O”"加仏“jog/o”""?ノ〃℃x""α""〃（Smith）
2早:Ⅵ-21,2早．
30．助ﾙeco火sノapo"/c"sCockerell
l3:Ⅸ－18，13．
3L助ﾙeco昨sko/Ae"”Tsuneki
2早:Ⅸ-18,1早ぅX-6,1早．
32．助ﾙeco昨s胴"な“Tsuneki
23:Ⅸ－18，1J；X-6,13.
33．助ﾙeco火s〃jppo"jc"sYasumatsuetHirshima
l早13ケ:Ⅸ-18,1早9ケタX-6,43.
34助heco昨ss”"/j"'"sSmith
l早:Ⅸ-18,1早．
35．助heco昨ss"/c旅『αTsuneki
2早:V-23,1早ぅⅥ-21,1早．
36.Ⅳひ”α〃""α"/“αDaⅡaTo汀e
6早16c7:Ⅵ-21,l早；Ⅶ-10,8ケラⅧ-19,2早73;Ⅸ-18,3早;X-6,1ざL
ANDRENIDAE
37．』"のe"αにα/o"7e"”の／s"kzめα"αHirashima
4早14砂:Ⅵ-21,4早14ケ．
38．4"”e"α伍"α"”e"αノrα”c"肋jHirashima
lO早:Ⅸ-18,7早;X-6,3早．
39．4"〃e"α伍卿α"”e"αノrog“h〃TadauchietHirashima
3早1ケ:Ⅷ-19,1早1J;X-6,2早．
40.A"”e"a（Gy"'"α"”e"のo〃a6ejsapfﾌore"s応Hirashima
l早23:V_23,1早2Ca
13
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41.A"”e"a（Gy脚"α"”e"αノw"αse／Cockerell
l早:Ⅶ-10,1早．
42．4"‘かe"α仏e"cα"”e"‘Iノ〃cﾙ〃ぬjHirashima
6早23:Ⅵ-21,6早2ケ．
43．4"”e"α(?？○P/α"”e"αノ腕"α碗orojHirashima
2早:Ⅵ-21,l早;Ⅷ-19,1早．
44．4"”γe"a（MYC'α"”e"の〃α”icaeHirashima
7早4c7:V-23,1早23；Ⅵ-21,3早13;Ⅶ-10,3早;Ⅷ-19,13.
45.4"少e"α(〃IC'α"”e"のhjk“α"αHirashima
2早:Ⅵ-21,2早．
46．4"的で"a（Micγα"”e“ノルαg砂aHirashima
3早:Ⅵ-21,1早ぅⅦ-10,2早．
47．』"”e"αの'eo碗e"ssaノ脚"αke"”Hirashima
l2早:Ⅸ-18,4早；X-6,8早．
48.A"”e"αのαc内α"”e"αノルαe〃o〃加α/”o"o〃αHirashima
l早:Ⅵ-21,1早．
49．Pα""'噌加"scraW/b'戒Cockerell
9早9c7:V-23,9早9c?・
MELITTIDAE
50．〃ｾ""αezoα"αYasumatsuetHirashima
lO早43:Ⅷ-19,4c7;Ⅸ-18,10早．
MEGACHILIDAE
51．〃ｾgaCh"eノ堰"iseca（Kirby）
7早:Ⅸ-18,6早；X-6,1早．
52.Mｾgacﾙ"eγe碗“α”Aaga碗〃HirashimaetMaeta
3早:Ⅷ-19,2早ﾗⅨ-18,1早．
53.OS”α／αz""sSmith
2J:V-23,23．
ANTHOPHORIDAE
54．〃ひ脚α”“αk〃YasamatsuetHirashima
3早:V-23,3早．
55.A/ひ碗α”gα"o加YasamatsuetHirashima
9早8ケ:Ⅷ-19,7J;Ⅸ-18,6早13;X-6,3早．
56．jVo版α”g加”〃Tsuneki
l早:Ⅵ-21,1早．
57.吋〕eo/"s碗e/ecr加r”sYasumatsu
l早:Ⅷ-19,1早．
58.C〃α""αに”α""αノ“αk〃YamumatsuetHirashima
4早2ケ:V-23,1早2ケラⅥ-21,l早；Ⅶ-10,2早．
59．Ce『α""αにera""αノ脚eg“"g加如aYasumatsuetHirashima
68早6J:V-23,7竿23;Ⅵ-21,3早1J;Ⅶ-10,4早;Ⅷ-19,37早;Ⅸ-18,17早3c7.
60°Cera""a（Cera""城‘リノ〃o"jcaCockerell
74早73:V-23,4早;Ⅵ-21,15早3J；Ⅶ-10,25早3J;Ⅶ1-19,21早；Ⅸ-18,7早1J；X-5,2鼎
61あﾉﾉocOpaappe"成c"/"αc"c"ﾉ"vo/α"sSmith
ll3:V-23,63ぅⅥ-21,53．
APIDAE
14
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628o〃6"s低o"'6"Sノノリ¥’ocl･"αﾉ”ocr"αPerez
l早2？:V-23,1早；Ⅵ-21,1？ﾗⅦ－10，17．
63．BO脚b"sの加e耐o加加6"Sノdjver”sかﾉe芯"sSmith
3早1472ケ:V-23,2早;Ⅵ-21,1早47;Ⅸ-18,4？;X－6，692c7．
64．Bo師6"s伍化gα加加加SノCO"”6""“w耐e"6"堰jVogt
2？:Ⅵ-21,17;Ⅷ－19，17．
65．80腕6"s(乃ﾉ”加加加Sノαr火"s”昨"sSmith
2？2J:Ⅵ-21,1？23；Ⅶ-10,1？、
66．Bo腕6“(乃ﾉro加加6"Sノbeα"CO/αbeα"CO/a（TkalCi）
6？:Ⅶ-10,57ぅⅨ-18,17.
67．Bo"'6"s（Tﾙoraco加加6”ルo"s伽e"”（Tkalci）
3早25？9砂:V-23,2早;Ⅵ-21,1早47；Ⅶ-10,5？;Ⅸ-18,11？3㎡';X-6,5？6ケ
以上のように、福光町医王山では6科14属64種181蔭
個体、立山町千寿が原では6科17属88種904個体、宇
奈月町祖母谷では7科15属67種698個体のハナバチが
得られた。
2ハナバチ相概要
採集結果を各属ごとにまとめて表3に示す。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
(1)医王山
A科のレベルでは，種類数ではHalictidaeが23種で最
も多く，続いてAnthophoridaeが15種，Andrenidaeが11
種と優勢なグルー プであり，個体数ではAnthophoridae，
Halictidaeが各々 全採集個体数の37％，681,670個体
とともに多く，ついで，9％のAndrenidaeと続く。Coll‐
etidae，Megachilidae，Apidaeともに5種前後・’00個
体(5％)前後と少ない。
B属のレベルでは，種類数では21種のLasjog/“s‘"〃
が1位，11種の,4"”e"αが2位であり，ついで7種の
Ⅳo"'α”’5種のCere""αが続き，以上4属で約70％
の種が含まれる。個体数ではLasjog/OSS"",が37％，
ついでCe'α""αが31％と多く，4"功で"αが9％，
βo"'”sが6％と続く。以上の4属で約80％の個体が含
まれる。Ⅳひ",α”は7種と種数は多いが個体数は1％
と少ない。
C・各種の個体数では，αノ叩o"jcaが最も多く27％
を占め，次いでLα”"”""，Laoccj昨"s，La
I"""/""'が7％前後，Lα、6/αck極o"/，C眼yα"o"is，La
nipponicola，幻'．”pe"戒c"/"α，Co6a6α/，A〃
ﾙα"αoj火sが4～3％で続く。以上の10種で約70％の
個体が含まれる。
(2)千寿が原
A・科のレベルでは，種類数ではHalictidaeが32種で
最も多く，続いてAndrenidaeが18種，Anthophoridae
15
が15種と優勢なグルー プであり,個体数ではHalictidae，
Anthophoridaeが各々全採集個体数の36％，26％（325,
235個体）とともに多く，ついで，116個体13％の
Andrenidaeと続く。Colletidae，Megachilidae，Apidae
は各々 8種102個体，10種58個体，5種68個体であっ
た。
B属のレベルでは，種類数では26種のLasiog/o”"脚
が最も多く，18種の4"のe"αが2位であり，ついで6
種のⅣひ",α”’5種の鮒,/αe“，Cere""α，Bo,"6"Sと
続き，以上6属で約70％の種が含まれる。
個体数ではLasjogﾉo”z"”が25％，ついでCe'鍵α""α
が21％と多く，，4"”e"αが13％，HtI"α"sが10％と続
く。以上の4属で約70％の個体が含まれる。jVひ"'α”
は7種と種数は多いが個体数は2％と少ない。
C，各種の個体数では，αノ”o"jcaが最も多く14％
を占め，次いでHZIαera""sが9％，α池vjPes，Bo．
戒ve『s"s，cope'brα/orが5％程度，Lα,“"s/""'，“．
pα""o"'"脚が4％程度，Lα,sめ耐acz""，Lα・occj火"s，
CQpare"""sが3％程度であり以上10種で約50％の
個体が含まれる。
(3)祖母谷
A科のレベルでは，種類数ではHalictidaeが28種で
最も多く，続いてAndrenidaeが13種，Anthophoridae
とColletidaeが8種と優勢なグルー プであり，個体数
ではHalictidaeが271個体34％，Anthophoridaeが194個
体28％，ついで，93個体13％のAndrenidaeと続く。
Colletidaeは43個体で少なく，Melittidaeは1種14個体，
Megachilidae3種12個体，Apidae6種71個体と少ない。
B・属のレベルでは，種類数では21種のLasjogJ“s剛加
が1位，12種のA"”e"αが2位であり，ついで6種の
助eco火s，Bo"7"sが続き，以上4属で約70％の種が
含まれる。個体数ではL“jog/OSS"耐が227個体33％，
ついでCe'α""αが161個体23％と多く，4"的で"αが75
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個体11％，βO脚6"sが71個体10％と続く。以上の4属
で約80％の個体が含まれる。助ﾙeCo“sは6種と種数
は多いが個体数は3％と少ない。
C，各種の個体数では，αノ”o"jcaが最も多く12％
を占め，次いでLaocα火"s，α〃'eg“"g'"“αがlX
％，Ba加"sﾙ"e"sjsが5％，z,α”"Sm版，“．
〃06/e版α"c""2，jvひ．p""c/"/“α，Bo・伽ve7．s"s’4"．
“k"6α"α，Pacraw/b『戒が3％程度で続く。以上の
10種で約60％の個体が含まれる。
以上三ケ所の合計で，7科20属128種が記録された。
以下三ヶ所の比較を行う。
A，種数では，Halictidae，Andrenidae，Anthophoridae
(千寿が原・祖母谷)，もしくは，Halictidae，Anthoph‐
oridae，Andrenidae（医王山）の順であり，個体数で
は，Halictidae，Anthophoridae，Andrenidae（千寿が原・
祖母谷)，もしくは，Anthophoridae，Halictidae，And
renidae（医王山）の順であり，低山地ではこの3科が
主要な科となっている。千寿が原では他に比べ
Megachilidaeの種数が多く，祖母谷ではColletidaeの
種数とApidaeの個体数の比率が他に比べ多少多い。
B三ヶ所ともに，L“jog/o“"碗が種数・個体数とも
に最も多い属であり，個体数ではCe'e""α，』"的e"α
が次ぎ，種数では4"”e"αが次ぐ。種数の3番目は寄
生性のⅣO脚α”（医王山・千寿が原)，助ﾙeco昨s（祖
母谷）がくる。個体数の4番目には医王山と祖母谷で
はBO脚”sであるが，千寿が原では〃ロノjc“である。
C、三ケ所であわせて128種のハナバチが記録された
が，それらのうち三ヶ所で共通する種は割合少なく27
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科・層
Colletidae
CO"eres
〃y/ae“
Halictida（
がa/ﾉCruS
Lasjog/ossL"7］
Sp/7ecoぴes
ⅣO"7ﾉa
Andrenida,量
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富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
ヶ所ともに，αノ”o"jcaが最も多い。3ヶ所共通で
得られた種は以下の通りである。
A"．〃“sjcae，A"・kagz〃α，Bo．αﾉ･［た"s，Bo，伽ve応"s
Bo，ノリlpocr"α，aeSa城αノ“O"/cα，α脚eg“"g‐
種である。二ヶ所で共通する種は合わせて37種。一ヶ
所でのみ得られた種は64種である。
個体数の上位10種を比べると，αノ叩o"ICα，Lα
”17s〃"'，Lα・OCCたた"sの3種が共通して含まれ，三
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脚“α,CQ6a6aj，CQpe枕'αIC',砂.g/06"ﾉα‘Lα､“"‐
s〃“Z,α、6α/ejc""1，Lα、b/αck”o"j，Lα，ex"jceps，La
kα"s"e"se，Lα、／o"g施cj“Lα〃卿'o"ICO/α，Lαひcc/‐
北"s，Lα，〃06/e脚α"c"脚，z,α・pmxz加鉱"碗，Lα、sめ〃jα‐
c"“LaspD2,ハ煙.′e碗orα,M''.g/"rα",恥.〃”o"‐
jc“,乃入α〃e"戒c"/afa。
これらの種の多くは今回の調査で個体数も多く得ら
れており，また，平地・丘陵地では得られていないも
しくは個体数の少ない種であり，富山県の低山地のハ
ナバチ相の主要部分を形作りまた代表するものであろ
う。
医王山と千寿が原の共通種は21種で，4〃ルα"c/oノー
火s，αβα"“’Lα版""/""'のように平地・丘陵地か
ら低山地に見られる種が多く，千寿が原と祖母谷の共
通種は13種で，4〃,""αﾙe"”,Baルo"sﾙ"e"”,Lα”‐
〆exのように低山地から山地上部もしくは亜高山まで
見られる種が多く，医王山と祖母谷の共通種は3種の
みである。
医王山のみで得られた種は13種で，4〃脚I""”｡α，
刈凡yα加師｡，恥．〃”o〃のように丘陵地から低山に見
られる種が多く，千寿が原のみで得られた種は27種で，
4"・ノ“o"zca，』"．s"6/eWg“α，〃α、αera"“La
pa""｡,""胴，Lasc""/"脚のように平地から低山地に見
られる種が多く，祖母谷のみで得られた種は24種で，
BQ6“"CO/α，CO．y“""'α応砿的．〃'o""CO/α，Lα
ﾙα","α"戒のように山地から亜高山もしくは高山まで
も見られる種が含まれる。
以上の様に千寿が原ではより平地的なハナバチ類に
併せてより山地上部的なハナバチ類も見られ（それに
より他の2ヶ所より多くの種が得られたものと思われ
る｡)，祖母谷ではより山地上部的なハナバチ類が見ら
れた。
今回報告の三ヶ所は標高の差が多少有り，千寿が原，
医王山，祖母谷と高くなってゆくがその差は大きなも
のではなく，今回の上記のような結果は，医王山は稜
線上の林地であり，千寿が原は河原や人為的な環境の
オーフ・ンランドが広い部分を占めしかも山々が間近に
迫り，祖母谷では周囲を標高の高い山々に囲まれると
いう環境によるところが大きいものと考えられる。
3．季節的消長
図2にハナバチの季節消長を示す。
医王山では，種類数は，6月の上旬にピークがあり
盛夏に向かって減少するが，秋再度増加し9月中旬に
ピークがあらわれる。個体数では，5月下旬と7月上
旬にピークがあり，盛夏には減少し秋には再度増加し
富山県低山域（福光町医王|｣」・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
(1)医王山で調査期間中ハナバチの訪花をうけた植
物は28科73種である。そのうちハナバチの訪花が最も
多いのはキク科植物で全採集ハナバチ個体数の33％強
が得られている。ついでスイカズラ科が多く10％弱で，
この2科で45％近くになる。ついで8％弱のマメ科，6
％のシソ科，5％弱のフウロソウ科と続く。キク科は
種類数が多く，開花期間が長く開花面積が大きいこと
が訪花ハナバチ個体の多い要因のひとつであろう。マ
メ科は平地や丘陵地では多くの種や個体を集めている
が，当所ではともに比較的少なかった。バラ科は，平
地や丘陵地では訪花ハナバチは少なく，当地でも開花
種数の割には訪花種数も個体数も少なかった。
最も多くの個体が得られた植物はキク科のニガナで
採集ハナバチ個体数の11％弱次いでスイカズラ科の
タニウツギで9％弱が得られている。キク科のヒメジョ
オンが7％弱，同じくキク科のアキノキリンソウ，フ
ウロソウ科のゲンノショウコが5％弱，マメ科ヤマハ
ギ，キク科ノコンギク，シソ科ヒメジソが4％弱と続
いている。ここでもキク科の優勢がみてとれる。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは個体数
9月中旬ピークが現れる。
個体数は，AnthophoridaeならびにHalictidaeの消長
と全体的消長はほぼ平行しており，Anthophoridaeが全
体的消長に最も影響をもっている。Halictidaeは個体
数は初夏と秋に増加し，種数は夏に減少するが，全般
的に変動は少ない。Andrenidaeは種類数。個体数と
も春から初夏にみられ，盛夏以後はみられない。Meg‐
achilidaeは，種類数．個体数ともに春から夏には少な
く晩夏から秋に増加する。Apidaeは，種類数では全般
的に変動は少なく，個体数では初夏と秋に多くなる。
千寿が原では，種数個体数ともに6月と10月にピー
クがあり，祖母谷では，種数では6月と9月に，個体
数では7月と9月にピークがみられる。いずれも，
AnthophoridaeならびにHalictidaeが全体の消長に最も
影響をもっている。
医王山での優勢な上位3種の季節消長もあわせて示
した。
4訪花性
訪花植物を各科にまとめたものを表4に示す？
表4－1医王山における訪花植物
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表4－2千寿が原における訪花植物
12
319
312
311？
111
でキク科への訪花が圧倒的に多く，次いでスイカズラ
科・シソ科植物へ，種数でキク科が多く，次いでスイ
カズラ科・シソ科・ユキノシタ科への訪花が多い。
Andrenidaeでは個体数・種類数ともスイカズラ科・キ
ク科への訪花が多い。Anthophoridaeでは個体数で
Halictidaeと同様キク科への訪花が圧倒的に多く，次
いでマメ科・スイカズラ科・シソ科・フウロソウ科が
多く，種数ではキク科・スイカズラ科が多い。Apidae
ではスイカズラ科が他より多少多い。Colletidaeでは
個体数でタデ科・キク科が多い傾向がみられる。
(2)千寿が原では，調査期間中ハナバチの訪花をう
けた植物は22科54種である。そのうちハナバチの訪花
が最も多いのはキク科植物で，全採集ハナバチ個体数
の52％が得られている。ついでマメ科が多く9％，ス
イカズラ科が8％で，この3科で約70％になる。次い
で5％のヤナギ科，3％のタデ科と続く。キク科は種
類数が多く，開花期間が長く開花面積が大きいことが
訪花ハナバチ個体の多い要因のひとつであろう。マメ
科は平地や丘陵地では多くの種や個体を集めているが，
当所では2番目に多い科ではあったが平地や丘陵地に
比べ比較的少なかった。
最も多くの個体が得られた植物はキク科のハルジョ
オンで採集ハナバチ個体数の11％，次いでノコンギク
で10％が得られている。スイカズラ科のタニウツギが
8％，キク科のヒメジョオンが7％，マメ科.ヤマハギ
が6％と続いている。ここでもキク科の優勢がみてと
れる。
ハナバチ各科ごとにみると，Halictidaeでは個体数
種数ともにキク科への訪花が圧倒的に多く，次いで，
個体数ではスイカズラ科・タデ科植物へ，種数ではス
イカズラ科・マメ科への訪花が多い。Anthophoridaeで
はHalictidaeと同様個体数種数ともにキク科への訪花
が圧倒的に多く，次いでマメ科・スイカズラ科への訪
花が多い。Andrenidaeでは，個体数ではヤナギ科・キ
ク科・スイカズラ科への，種数ではキク科・スイカズ
ラ科への訪花が多い。Colletidaeでは個体数種数とも
にキク科への訪花が圧倒的に多く次いでシソ科である。
Megachilidaeは，種類数．個体数ともにマメ科・キク
科へ，Apidaeでは個体数でマメ科・ツリフネソウ科・
キク科への訪花が多かった。
両所とも，キク科，マメ科，スイカズラ科が多くの
種類・個体数を集め，またシソ科，タデ科，ユキノシ
タ科，ウルシ科も比較的多くの種類・個体数を集めた。
キク科，マメ科が多いのは平地・丘陵地と同じである
が，平地・丘陵地では多いアブラナ科，バラ科が今回
の調査地では少なかった。また，マメ科も平地・丘陵
地に比べると比較的少なかった。スイカズラ科，ウル
シ科が多いのは丘陵地と同様であった。
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一
富山県低山域（福光町医王山・立山町千寿が原・宇奈月町祖母谷）におけるハナバチ相の生態的調査
祖母谷では，訪花'性の調査は行わなかった．
まとめ
1．1996年～1999年，富山県西部の福光町医王山県
中部の立山町千寿が原．県東部の宇奈月町祖母谷（い
ずれも標高400m～800mの低山地域）において，ハナ
バチ類の生態的調査を行った。医王山からは6科14属
64種（1810個体)，千寿が原からは6科17属88種（904
個体)，祖母谷からは7科15属67種（698個体）のハナ
バチ類（ミツバチは除く）が得られた。何れの調査地
においても種数ではコハナバチ科が，個体数ではコシ
ブトハナバチ科もしくはコハナバチ科が優勢な科であっ
た。採集個体数の70％前後が上記2科によって占めら
れた。
属のレベルでは何れの調査地においても種数・個
体数ともL“jog/o“"加属が1位で，種数ではA"”e"α
属個体数ではCe'α""α属が2位，個体数の3位は
A"的で"α属であった。
何れの調査地においても，Ceγα""αノ叩o"/Caが1位
であり，L“jOg/O”"脚qp阿皿""，L“jog/“sz/脚occj火"3
をあわせた3種が各調査地の上位10種中に含まれた。
2．医王山では，個体数のピークは6月上旬にあり，
盛夏には減少するが秋に増加し9月中旬にもピークが
ある。種数ではピークが5月下旬，7月上旬，9月中
旬にあれわれる。全体の消長には，Anthophoridaa
Halictidaeの消長が最も影響をもっている。千寿が原，
祖母谷においても6月と9月もしくは10月にピークが
見られる。
3．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は，医王
山では28科73種，千寿が原では22科54種である。両所
とも，キク科、マメ科，スイカズラ科が多くの種類・
個体数を集め，またシソ科，タデ科，ユキノシタ科，
ウルシ科も比較的多くの種類・個体数を集めた。
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